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後研究室短信
ジャ ー ナル」44号を「lj行することになりました ． 大学が置かれている
環境が大きく変化し，紀吸を刊行することはますます困難な状況になっています
会学ジャ ー ナルjは， 学公誌とは巽なる自由な発想や新たなものを開拓して
し、＜溢考など， 多様な論店を掲載できるメディアであり， オンラインでの利便↑t 
も翡<, H公学研究‘脊メンノ＼一の研究成果の発表の場として， 今後も一 段と良し、
ものにしていかなければなりません． 怖様の息欲的な論考の投稿をお待ちしてい
ます．
大学院人文社会科学研究科1m1緊公共政策専攻における修士論文の提1廿者と題目
は以ドの通りです．
iり）］ 瑞「オンラインゲ ー ムのプレイヤ ー 11\Jの人間関係 巾国における
MMORPGを市例として」
チョ 家k「叫月におけるパラサイト ・ シングルの形成要囚に関する研究一
ー中国人慶市出身の店者のライフコ ー スから」
化塚 愛仕「tl暴力被書について語ることに関する社会学的研究 当事者
手記の分析から」
松1! 1 11\Hlfi. 「意思決定過程における規範的秩序」
宮前健太郎「延命医療言説の変遷に関する社会学的研究 胃ろうの大衆化
とその11t判的言説を例に」
横沢 仕奈「部活動を通した教nmの社会化 顧II廿教師への聞き取りを手掛
かりにして」
他専攻に御）叶属の先I・ト方により， 学類共通科目として， 以下の授業科Elをご担
喝いただきました．
平成30度社会学研究室の各教員の学類および大学院において1開設した授業科目
は以ドの通りです（社会学類／大学院人文社会料学研究科） ．
全 教 員＝卒業論文油習， 卒業論文／国際公共•政策専攻リサー チワ ークショ
ップ， 社会学基礎理論， 国際公共政策専攻プロジェクト演習II
Ji十嵐泰正＝現代社会論， 社会学研究法A, 社会調壺実習II c/国際公共政策
論， 都市杜会学I, 都市社会学演習II , 都市社会学特別演習 n
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エジソン ・ ウラノ = Comparative Society, Social Issues in Cotemporary Ja­
pan, Public Policy, 社会学演習VII! c/国際公共政策論、 国際社会
政策論I, 国際社会政策論演習II、 国際社会政策論特別演習II (以
上 ， 大学院人文社会科学h汁究科国I祭公共政策専攻）， 地域調脊法
Ill , 公共政策論＼［， ラテン ・ アメリカ研究演習I-A•B(以じ
大学院人文社会科学{ij「究科囚際地域研究専攻）
奥山 敏雄＝社会学入門ー 「繋がり」の変容を考える， 組織社会学、
究法B, 社会学演習II c/医療社会学I, I欠療社会学l演習 n. I欠
療社会学4守別演習Il
紹山 泰央＝ネ士会学入1111-「繋がり」の変容を考える， 社会学仙礎論 ｀ 知識社
会学， 社会学研究法B, 社会学外古講，；ぅ/CI, 社会学演習Inc/知
識社会学［， 知識社：会学演習II , 知識杜会学特別油宵II
土井 隆義＝社会統制論 — 犯罪社会学II, 社会学訓宵\11 c/逸脱行動論I , 逸
脱行動論演習II, 逸脱行動論特別浙習11
野上 元＝社会学入門ー 「繋がり」の変容を考える， l栢史社会学： ， 社会学柑r
究法A, 社会学演習I c/歴史社会学I, 歴史社公学演洲n, )栢
史社会学特別演習且
黄 順姫＝社:�学人111J ー 「繋がり」の変容をぢえる， 文化社会学， ・社会学外
書講読II , 社会学演習V C, グロ ー ／ゞル共Z{. 共it (令学共通，
科目担当及びコ ー ディネ ー タ ー）／教育社会学： T , 教行社会学演
習I1I'教育社会学特別演胄Ill (以に大学院人文礼会科学{iJj究利） ，
社．会調査実習（大学院教育研究科）
森 直人＝社会階）麗論， 社会学演習IX c/労働社会学II . 労働社会学演宵H,
労働社会学特別浙習II (以上， 大学1院人文社会科学研究利）， 公
民教育研究法I ·Il, ネI:会学特請\'I ·II (以L·., 大学院教脊研究
科.)
このほか， 他専攻にご所属の先生方（敬称略）により， 学類共通利·IIとして，
以下の授業科目をご担当いただきました．
洵後 宗男＝メデイア ・ コミュニケ ー ション論
木下 太志 = Population and Development (人「lと開発）
消水 諭＝スポ ー ツ社会学
金子 史弥＝スポ ー ツ社会学
下竹 亮志＝スポ ー ツ社会学
白戸健一 郎＝情報文化概論］］
仲田 誠＝情報文化概論I
福原 直樹＝ジャ ー ナリズム論I. lJ' ジャ ー ナリズム特別油習
71 
前川 啓治＝文化 ・ 1開発溢
今年度非
‘常勤講師として ， 以Fの先生方（敬称略）にご出講いただきました
篤くお礼叶iしLげます
樽川 典 r- =ジェンダ ー 社会論
向1J、l 泰介（明治学院大学）＝環境社会学
{i岡 よ外（北洵J直）く学） ＝社会調1ffj仏論II
樽川 典 r- =ジェンダ ー 社会論
［以上、
［以上 ， 大学院人文社会科学研究科］
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『社会学ジャ ー ナル』投稿規定
〔2018年2 H改止〕
］ 筑波大学大学院人文牡会科学研究科国際公共政策専攻所属の教員及び大学院
生等は、「社会学ジャ ー ナル」（以ド「本紀要」としヽう し、）に論文等を投稿す
ることができるC 大栄院生怜による投稿につし、ては、 ll}{WJとして、 修I: 論文
審杏に合格していることを製件とする 、、
2 投稿される論文等は、 未発表のものに限る。 他の学術雑誌笠に投稿 l 卜の論文
は、 本紀要に投稿することかできなし＼で
3 本紀裳（こ掲載された論文は、 燒波大学直r 図r!l:館（つくばI)ポジトリ）（．こお
いて公IJFJするものとするぐ
4 掲載））仕稿は、 研究論文、 研究ノ ー ト、 溝義ノ ー ト、 資序I紹介、 礼↑計i:-論文、 内
評とする。 その他については、 本紀製 の 編集委員会が決応する，
5 編集委員会は、 本専攻所）属の教員呼に対して、 論文その他の投稿を依粕する
ことかできるc
6 1史）Fir\"語は、 原則として、 ll心訊又は炭語とするぐ その他につし 、 ては、 編集
委員会が決定する()
7 外国沿による執策を希望する場合には、 投稿者は、 日已0)貞任におし、て、 ヽ11
該言語を母1:1:.J語とする者による汀乱i卜 の 校1[を受けた1 ヽ． で、 投枇することか
できる。
8 投稿）以稿か「l木話の場合には、 欧文（英文）タイトルを付すること，、
9 研究論文及び/iJI究ノ ー トにつし、ては、 冒姐に炭文 の 吸約(200字利度）を含
めること。
10 投稿}J孔稿ば応成）泉稿とし、 ；伽集委員会あてに／ヽ ー ドコピ ー を3名1砂｝文ひ
‘
研究倫
則につしヽての 所走の様式誓約井をl部提出すること，） i}j: せて、 j,ij委員会あて
に電『ファイルを送信すること。
11 本紀疫は、1iJI究論文及び研究ノ ー トについて原則的に、 レフ」�') - 2名によ
る一奔読を実施する。 大学院生による投稿については、 11/1: 稿が投稿に足る水湘
に逹してしヽるか否かを指導教員が確認、し、 所定 の ）I 紙に署名・判l印したうえ
で、 投稿J原稿に沼えて期日までに編集委員会に提出する。 掲載11J合は編集委
員会が決定する。
12 執筆者には論文綽の抜刷を50部配布し、 それ以卜^ の抜き叫りを必災とする場
合は、 実費を徴収する。
その他不明な晶 、点については、 f記の編集委員会にお間い合わせください
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